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順位
シーン 1年生 4年生 全体平均
1 葬式 9.34 9.22 9.28
2 入社式 9.23 9.28 9.25
3 就職活動 9.23 9.15 9.19
4 法事 8.92 8.76 8.84
5 結婚式 8.65 8.33 8.49
6 入学式 8.58 8.35 8.47
7 卒業式 8.38 8.15 8.26
8 成人式 8.43 8.07 8.25
9 披露宴 8.18 7.96 8.07
10 ホテルでのパーティー 7.69 7.06 7.37
11 お見合い 7.47 7.22 7.35
12 高級レストランでの食事 7.26 6.85 7.05
13 結婚式の二次会 6.97 6.93 6.95
14 クラシックコンサート 7.09 6.37 6.73
15 観劇 6.19 5.50 5.84
試料























試料3 試料 13 試料 4
4.04 3.62 3.38
9 披露宴















試料13 試料 14 試料 4
4.20 4.11 3.92
15 観劇



















The relat1onsh1p between the nature of ormal clothing and ,ts strain on people 
山隔亮介、石原久代







































02a I 名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2018 VOL.11 








A：中庸雷同型 B：良識社会型 C：自立達成型 D：浪費快楽型 E：感性・感覚型
1 あまり人が使っていない個性的なものを持ちたい
革新性
3.84 3.00 4.21 3.88 4.27 3.97
2 変化にとんだ生活をしたい 3.11 2.20 3.89 4.18 3.93 3.52
3 友だちといるより一人でいることが多い
外向性
2.98 3.00 2.11 2.94 2.67 2.77
4 外出するのが好きな方である 3.47 2.20 4.53 3.88 3.83 3.72
5 高価なものを買うときは誰かに相談して決めたい
堅実性
3.75 3.00 3.95 2.71 2.37 3.29
6 何かを決めるときは前例や習慣に従う方である 3.77 3.60 3.74 2.94 2.73 3.41
7 家事や育児は女性に任せておく方が良い
保守性
2.65 2.60 1.74 2.24 2.20 2.35
8 結婚式は一流のホテルや式場で行いたい 2.86 3.20 4.37 3.41 2.33 3.05
9 孤立しても自分が正しいと思う考えを主張したい
マイペース
2.75 3.80 3.16 3.59 3.17 3.06
10 一つのものを長く大切に使う方である 3.68 4.80 3.42 2.94 3.80 3.62
11 出世しなくてものんびり暮らしたいと思う
気楽さ性
3.67 3.00 3.11 2.94 2.90 3.28
12 自分がリーダーになるより他の人に従っていきたい 3.67 2.60 2.74 2.88 2.57 3.13
13 新しい着こなしやコーディネートを工夫する方である
ファッション性
3.32 1.80 4.21 3.29 3.90 3.52
14 センスや着こなしに自信がある 2.63 1.40 3.63 2.65 3.23 2.88
15 皆に好感がもたれるような服装を心掛けている
社会性
3.37 2.00 4.11 3.06 2.60 3.20
16 周囲の人たちと同じような服装をしていたい 2.30 2.00 2.21 2.12 1.50 2.06
17 仲間からほめられ、うらやましがられる服装がしたい
アピール性
3.46 1.60 4.42 4.06 3.07 3.52
18 異性に魅力的に見られる服装がしたい 3.16 1.80 3.74 3.65 2.23 3.04
19 服装にお金をかけている方である
経済性
3.12 1.00 3.79 3.06 3.40 3.20
20 衣服は安くてもよいから数多く持ちたい 2.89 3.00 2.68 3.35 2.33 2.80
21 身体によく合って動きやすいものを着る
機能性
3.46 3.80 3.89 2.88 3.20 3.40
22 できるだけ着心地や肌触りの良いものを着る 3.68 3.60 4.21 2.88 3.73 3.66
23 流行を追うより、気に入ったものを長く着る方である 実用性 3.91 4.80 3.79 3.29 4.30 3.94
24 社会的地位や立場にふさわしい服装をする事は大切である
規範性
4.30 4.20 4.74 4.41 4.30 4.38
25 着ていく場所に合わせて服装を選ぶ方である 4.35 4.80 4.74 4.12 4.20 4.36
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ン画と実際の服装評価との関係ー、繊維製品消費科学会誌57 No.12 、 2016
[4]川端他：女子学生のライフスタイル，衣生活スタイルと嗜好する服装との関係，繊維機械
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